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6月定例会 審議結果6月定例会 審議結果P2P2

P4P4

P5P5

｢町民の意見を聞く会｣から
6項目の要望書を町長へ提出!
｢町民の意見を聞く会｣から
6項目の要望書を町長へ提出!P12P12

P10P10 あれからどうなった？
　　　　　　　      （一般質問のその後は）
あれからどうなった？
　　　　　　　      （一般質問のその後は）
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6月
定例会

　平成30年度の国保税は、被保険者の負担軽減のため、前年
度の決算剰余金を充当し、医療分・後期高齢者分・介護分の
所得割、均等割、平等割が、それぞれ引き下げられました。
　また、地方税法の改正に伴い、低所得者の負担を軽減する
ために算出方法が見直され、対象者が拡充されました。
　その結果、1世帯当たりの保険税が20,083円減額され、率
にして12.53％減の14万250円となりました。

　
６
月
定
例
会
は
６
月
７
日
か
ら
13
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
提
案
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し

た
ほ
か
、
請
願
３
件
、
議
員
発
議
３
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
に
は
５
人
の
議
員
が
町
政
を
問
い
、
傍
聴
に
は
35
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

◆医療分基礎課税額
　医療機関にかかったときの医療費等の給付費用に充てるための財源として納
めるもの。

区　分 現　行 改正案 比　較
所　得　割 7.08％ 6.88％ ▲0.2％
均　等　割 20,070円 18,510円 ▲1,560円

平 等 割
一 般 世 帯 19,170円 15,570円 ▲3,600円
特 定 世 帯 9,585円 7,785円 ▲1,800円
特定継続世帯 14,377円 11,677円 ▲2,700円

◆後期高齢者支援金課税額
　75歳以上の医療保険である後期高齢者医療制度を支援するため、その医療
費等の財源の一部として納めるもの。

区　分 現　行 改正案 比　較
所　得　割 2.37％ 2.39％ 0.2％
均　等　割 6,810円 6,450円 ▲360円

平 等 割
一 般 世 帯 6,030円 5,420円 ▲610円
特 定 世 帯 3,015円 2,710円 ▲305円
特定継続世帯 4,522円 4,065円 ▲457円

◆介護納付金課税額
　介護保険制度の財源として、40歳以上65歳未満の加入者（介護保険第２号
被保険者）が納めるもの。

区　分 現　行 改正案 比　較
所　得　割 2.72％ 2.03％ ▲0.69 ％
均　等　割 10,500円 6,900円 ▲3,600円
平　等　割 6,030円 4,300円 ▲1,730円

※所得割：加入者の所得に応じて課税します。
※均等割：加入者１人につき、定額で課税します。
※平等割：加入者数に係わりなく、１世帯につき、定額で課税します。

国民健康保険税決まる
国保税率が４年連続で引き下げられました

平成30年度

平成30年8月1日発行
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議案番号 議案・請願 審議結果

議案  第39号 石川町指定文化財鈴木家主屋設置条例の制定について 原案可決 全　 員

議案  第40号 石川町税条例等の一部を改正する条例 原案可決 全　 員

議案  第41号 石川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 全　 員

議案  第42号 石川町体育館条例の一部を改正する条例 原案可決 全　 員

議案  第43号 平成30年度石川町一般会計補正予算（第１号） 原案可決 全　 員

議案  第44号 平成30年度石川町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全　 員

議案  第45号 土地の取得について 原案可決 全　 員

請願  第６号 「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生
徒の十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める請願書 採　 択 全　 員

請願  第７号 モニタリングポスト撤去計画の中止を求める請願 採　 択 全　 員

請願  第８号 旧優生保護法下における優生手術の被害者に対する補償及び救
済等の早期解決を求める請願 採　 択 全　 員

議案番号 発　議 審議結果

発議  第６号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と被災児童生徒の十分
な就学支援を求める意見書 原案可決 全　 員

発議  第７号 モニタリングポスト撤去計画の中止を求める意見書 原案可決 全　 員

発議  第８号 旧優生保護法下における優生手術の被害者に対する補償及び救
済等の早期解決を求める意見書 原案可決 全　 員

議案・請願・発議  審議結果

◎
議
案
第
45
号

　

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　
今
回
取
得
す
る
土
地
は
、

総
合
運
動
公
園
に
隣
接
し
、

現
在
、
樹
木
雑
草
等
が
繁

茂
し
て
い
る
荒
廃
地
で
、

環
境
保
全
上
も
支
障
を
き

た
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。

　
町
が
取
得
し
総
合
運
動

公
園
と
一
体
的
に
管
理
す

る
こ
と
で
、
景
観
維
持
に

配
慮
し
な
が
ら
一
部
を
墓

地
公
園
と
し
て
活
用
し
、

有
効
な
土
地
利
用
を
図
る

公
園
整
備
事
業
用
地
と
し

て
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

取 得
エリア

場　　所
石川町字白石地内

面　　積

１１，１４８．２９㎡
取得価格

１０，８２９，９８１円

石川町議会だより　196号
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常任委員会審査　　紙上中継

Ｑ　

町
道
２
１
３
号
線

（
母
畑
字
藤
扱
沢
～
牛

沼
間
）
の
道
路
改
良
事

業
と
は
。

Ａ
　
町
道
２
１
３
号
線

は
、
県
道
古
殿
・
須
賀

川
線
か
ら
、
あ
ぶ
く
ま

高
原
道
路
母
畑
イ
ン

タ
ー
に
繋
が
る
道
路
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、カ
ー
ブ
が
多
く
、

道
幅
が
狭
い
こ
と
か
ら

拡
幅
な
ど
の
改
良
に
つ

い
て
、
母
畑
地
区
の
町

政
懇
談
会
や
議
会
報
告

会
な
ど
で
要
望
が
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
う
し
た

要
望
に
応
え
６
月
補
正

予
算
に
道
路
用
地
の
測

量
設
計
業
務
経
費
を
計

上
し
て
、
改
良
工
事
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
る
の
で
す

か
。

Ａ
　
今
年
度
は
、
県
道

古
殿
・
須
賀
川

線
か
ら
の
入
口

に
あ
た
る
藤
扱

沢
地
内
の
約
１

０
０
ｍ
に
つ
い

て
測
量
設
計
を

行
う
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
町
道
２
１
３

号
線
は
、
全
長

が
約
２
、
６
０

０
ｍ
と
長
い
こ

と
か
ら
改
良
工

事
に
は
長
い
時
間
を
要

す
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
道
幅
が
狭
い
箇
所

な
ど
を
優
先
的
に
改
良

し
な
が
ら
早
期
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。
地
域

の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

Ｑ　

今
回
の
補
正
予
算

に
公
営
墓
地
の
調
査
、

測
量
及
び
実
施
設
計
委

託
料
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
こ
に
至
る
ま

で
の
経
過
と
計
画
の
内

容
を
伺
う
。

Ａ
　
平
成
22
年
に
石
川

地
方
生
活
環
境
施
設
組

合
に
お
い
て
公
営
墓
地

の
分
譲
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
区
画
数
を
大
幅

に
上
回
る
希
望
者
が
い

た
こ
と
に
よ
り
、
公
営

墓
地
に
対
す
る
需
要
が

多
く
、
定
住
施
策
と
し

て
も
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
整
備
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

　
場
所
に
つ
い
て
は
、

石
川
町
字
白
石
地
内
、

石
川
町
総
合
運
動
公
園

に
隣
接
す
る
土
地
に
、

周
辺
の
環
境
整
備
と
合

わ
せ
て
、
1
5
0
区
画

程
度
の
公
営
墓
地
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
年
度
は
、
調
査

測
量
と
設
計
を
実
施

し
、
平
成
31
年
度
に
区

画
の
分
譲
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

町
道
の
改
良
に
つ
い
て

公
営
墓
地
の
実
施
設
計
に
つ
い
て▲石川地方生活環境施設組合

公営墓地の現況

▲藤扱沢地内の町道213号線

平成30年8月1日発行
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一
般
質
問

質
問　

今
出
川
改
修
に
か

か
る
生
活
道
路
の
緊
急
車

両
進
入
幅
の
確
保
を
。

答
弁
　
新
設
さ
れ
る
道
路

が
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
、

緊
急
車
両
が
利
用
で
き
る

多
機
能
道
路
を
整
備
さ
れ

る
よ
う
県
に
要
望
し
ま
す
。

要
望
　
旭
橋
～
旭
町
方
面

に
伸
び
る
道
路
と
通
学
橋

～
荒
町
方
面
の
道
路
に
つ

い
て
は
是
非
、
緊
急
車
両

が
入
れ
る
道
路
に
整
備
し

て
ほ
し
い
。

質
問　

改
修
さ
れ
た
北
須

川
等
に
桜
の
植
樹
は
。

答
弁
　
県
と
し
て
は
北
須

川
に
つ
い
て
は
、
極
力
残

す
方
針
で
い
ま
す
。
今
出

川
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

希
望
が
あ
れ
ば
県
と
交
渉

し
進
め
ま
す
。

質
問　

北
町
地
内
の
源
平

山
方
面
の
避
難
経
路
の
整

備
は
。

答
弁
　
昨
年
度
、
繁
松
院

と
志
賀
建
設
詰
所
奥
を
一

時
的
な
避
難
所
と
し
て
案

内
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

質
問　

北
町
町
有
地
に
県

道
か
ら
直
接
進
入
路
を
源

平
山
方
面
に
取
り
付
け
る

こ
と
で
避
難
路
が
可
能
に

な
る
。
源
平
山
に
防
災
広

場
も
可
能
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
ご
意
見
を
十
分
考

慮
し
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

質
問　

石
川
バ
イ
パ
ス
は

防
災
機
能
が
高
い
。
１
１

８
号
と
の
合
流
点
付
近
が

各
方
面
と
連
絡
な
ど
地
の

利
が
良
い
。「
道
の
駅
」

に
防
災
機
能
を
加
え
て
は

ど
う
か
。

答
弁
　
防
災
機
能
は
、「
道

の
駅
」
を
つ
く
る
場
合
の

条
件
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

検
討
が
必
要
な
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

質
問　

教
育
・
福
祉
施
設

で
の
避
難
計
画
の
再
点
検

は
。

答
弁
　
町
と
し
て
は
、
各

施
設
の
計
画
の
再
検
討
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

早
め
の
避
難
勧
告
等
を
発

令
す
る
な
ど
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

質
問　

石
川
町
で
は
住
宅

背
後
で
急
傾
斜
地
が
多
い
。

若
者
が
地
域
に
定
着
す
る

た
め
に
も
急
傾
斜
崩
壊
対

策
が
必
要
だ
。

答
弁
　
県
の
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
の
指
定
は
急

傾
斜
地
52
カ
所
、
土
石
流

警
戒
区
域
１
０
０
カ
所
、

地
滑
り
区
域
３
カ
所
が
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
問　

治
山
事
業
で
対
応

す
る
事
業
と
は
。

答
弁
　
山
地
災
害
危
険
地

域
で
行
う
事
業
で
道
路
、

鉄
道
な
ど
の
公
共
施
設
又

は
、
人
家
２
戸
以
上
に
直

接
被
害
を
与
え
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
等
が
該
当
し

ま
す
。

●
今
出
川
改
修
等
に

　
関
連
す
る
道
路
整
備
に

　
つ
い
て

●
ま
ち
な
か
、
特
に
北
町

　
地
区
の
避
難
路
は

●
急
傾
斜
地
災
害
の

　
対
策
は

「
や
っ
ぱ
、
安
心

し
て
住
め
る
こ

と
が
一
番
だ
よ

な
ー
」

議員のつぶやき

瀬谷　寿一 議員

Q 町単独の「住宅背後地災害対策事業」を創設できないか
A 最優先の課題である。庁内で良く検討する

▲ここから源平山に避難路を

石川町議会だより　196号
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一
般
質
問

　

平
成
30
年
度
の
予
算
に

直
売
所
等
整
備
事
業
予
算

と
し
て
１
０
０
万
円
の
予

算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

質
問　

直
売
所
と
言
わ
ず

に
、
道
の
駅
を
つ
く
る
と

言
え
な
い
の
か
。

答
弁
　
道
の
駅
を
つ
く
る

の
は
私
自
身
の
計
画
に

入
っ
て
お
り
ま
す
。
き

ち
っ
と
し
た
考
え
を
持
っ

た
道
の
駅
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
、
農
産
物
の

直
売
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
は
担
当
部
署
も

決
め
て
早
い
時
期
に
方
針

を
出
す
。

　
こ
こ
２
、
３
年
の
間
に

着
工
等
も
で
き
る
ぐ
ら
い

の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

計
画
だ
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

道
の
駅
の
制
度
が

で
き
て
二
十
数
年
た
ち
ま

す
。
考
え
方
、
あ
り
方
も

変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思

う
が
。

答
弁
　
た
だ
物
売
り
の
場

所
で
は
な
く
、
石
川
町
の

観
光
Ｐ
Ｒ
の
拠
点
に
な
る

も
の
で
す
。

　「
さ
す
が
石
川
町
の
道

の
駅
は
違
う
な
」
そ
う
い

う
も
の
が
必
要
で
あ
り
、

情
報
発
信
と
休
息
、
行
っ

て
見
て
み
よ
う
と
い
う
場

所
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

意
見　

今
、
各
地
で
、
地

域
に
足
り
な
い
も
の
を
道

の
駅
を
使
っ
て
活
性
化
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
パ
ス
で
空
洞
化
す

る
町
中
へ
観
光
を
誘
導
す

る
町
の
広
告
塔
と
し
て
、

特
産
品
開
発
の
拠
点
、
防

災
の
備
蓄
中
継
基
地
、
若

者
の
雇
用
の
場
と
し
て
な

ど
、
知
恵
を
出
し
合
う
地

域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

質
問　

今
年
中
に
完
成
ま

で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
で

き
る
よ
う
、
指
導
力
を
発

揮
す
る
の
か
。

答
弁
　
２
年
も
３
年
も
か

か
っ
て
計
画
を
つ
く
る
の

で
は
な
く
、
３
年
後
結
果

が
出
る
よ
う
な
も
の
づ
く

り
を
し
ま
す
。

質
問　

道
の
駅
に
緊
急
用

の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
つ
く
れ

な
い
か
。

答
弁
　
新
消
防
署
に
は
ヘ

リ
ポ
ー
ト
は
作
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
考
え
て
い
く
問
題
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
川
町
に

ふ
さ
わ
し
い

道
の
駅
っ
て
・・・

議員のつぶやき

Q 道の駅なのか？直売所なのか？
A 道の駅をつくらなくてはいけない

根本　重泰 議員

休憩機能

情報発信
機能

地域連携
機能

24時間、無料で利用できる
駐車場・トイレ

道路情報、地域の観光情報、
緊急医療情報などを提供

文化共用施設、直売所
観光レクリエーション施設など
の地域振興施設

国土交通省資料より

「道の駅」の目的と機能
●道路利用者への安全で
　快適な道路交通環境の提供
●地域の振興に寄与

※災害時は、防災機能を発現

地域とともにつくる
個性豊かな にぎわいの場

平成30年8月1日発行
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一
般
質
問

質
問　

公
共
施
設
の
ア
ス

ベ
ス
ト
状
況
と
対
策
は
。

答
弁
　
平
成
17
年
度
に
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調

査
を
し
た
結
果
、
保
健
セ

ン
タ
ー
機
械
室
、
老
人

ホ
ー
ム
屋
根
裏
、
石
川
中

体
育
館
軒
天
等
で
確
認
、

封
じ
込
め
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

質
問　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
、
そ
の
後

追
加
さ
れ
た
保
温
材
や
断

熱
材
、
耐
火
被
覆
材
、
仕

上
塗
材
な
ど
を
含
め
て
、

再
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

考
え
は
。

答
弁
　
町
民
の
安
全
が
す

べ
て
で
あ
り
、
こ
れ
を
基

本
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

質
問　

旧
雇
用
促

進
住
宅
の
改
修
で
、

ア
ス
ベ
ス
ト
２
カ

所
の
対
策
は
。

答
弁
　
天
井
部
分

と
階
段
裏
は
囲
い

込
み
、
封
じ
込
め

で
対
策
し
ま
す
。

質
問　

若
者
・
子

育
て
世
帯
用
住
宅

な
の
で
、
除
去
を

す
べ
き
で
あ
る
。

考
え
は
。

答
弁
　
３
年
、
５

年
毎
に
再
調
査
を

し
ま
す
。

要
望　

住
宅
と
し
て
、
30

年
40
年
使
用
す
る
、
ボ
ー

ド
で
覆
っ
た
ら
劣
化
が
分

か
ら
な
く
な
る
。
再
検
討

を
。

質
問　

第
５
次
総
の
総
括

か
ら
見
え
る
課
題
は
何
か
。

答
弁
　
人
口
が
目
標
１
６
、

０
０
０
人
を
下
回
り
、
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
へ

の
対
策
強
化
が
課
題
で
す
。

質
問　

人
口
減
少
に
な
っ

た
原
因
の
分
析
が
大
事
。

答
弁
　
出
生
、
転
入
出
数

の
分
析
、
施
策
と
の
効
果

を
総
括
し
ま
す
。

質
問　

働
く
場
所
及
び
地

場
産
業
の
振
興
の
総
括
は
。

答
弁
　
産
業
基
盤
強
化
を

総
括
の
中
心
に
行
い
ま
す
。

質
問　

自
治
セ
ン
タ
ー
、

地
域
自
治
協
議
会
な
ど
先

が
見
え
な
い
、
総
括
を
。

答
弁
　「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
つ
く

る
」
の
考
え
で
進
め
た
い
。

質
問　

町
広
報
の
全
戸
配

布
の
考
え
は
。

答
弁
　
90
・
２
％
の
世
帯

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

質
問　

選
挙
公
報
の
全
戸

配
布
の
考
え
は
。

答
弁
　
行
政
区
を
通
じ
配

布
、
期
日
前
投
票
所
、
窓

口
、
自
治
セ
ン
タ
ー
等
に

配
置
し
て
い
ま
す
。

▲若者・子育て世帯住宅へと改修されます

Q 旧雇用促進住宅の改修でアスベストの除去を
A 囲い込みと封じ込め対策で、安全を確保する

Q
第
５
次
総
の
課
題
は

A
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
対
策
の
強
化
が

課
題

Q
選
挙
公
報
の

全
戸
配
布
の
考
え
は

A

行
政
区
を
通
じ

配
布
、
窓
口
や
自
治

セ
ン
タ
ー
等
に
配
置

渡辺　実 議員

石川町議会だより　196号
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一
般
質
問

質
問　

町
民
か
ら
隣
接
す

る
倒
壊
が
心
配
な
空
き
家

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
前
に
も
同
様
の
相
談

が
幾
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、

全
国
的
に
空
き
家
問
題
が

深
刻
化
す
る
中
で
、
国
も

「
空
き
家
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
を

成
立
さ
せ
、
空
き
家
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
空
き
家
等
対
策
協
議

会
」
の
設
置
と
「
空
き
家

等
対
策
計
画
」
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
弁
　「
空
き
家
等
対
策

協
議
会
」
は
29
年
３
月
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、「
空

き
家
バ
ン
ク
」
創
設
や
倒

壊
の
危
険
の
あ
る
「
特
定

家
屋
」
問
題
な
ど
、「
空

き
家
等
対
策
計
画
」
を
整

理
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

質
問　

空
き
家
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
27
年
度
の
調
査
で

は
、
空
き
家
が
３
１
８
件
、

倒
壊
な
ど
の
危
険
の
あ
る

空
き
家
が
27
件
、
修
繕
な

ど
で
居
住
可
能
な
空
き
家

が
２
６
０
件
で
し
た
。

質
問　

空
き
家
の
活
用
と

「
危
険
空
き
家
」
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
今
後
も
増
え
て
い

く
状
況
に
あ
る
の
で
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
な
ど
を
通

じ
、
町
づ
く
り
に
も
活
用

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
危
険
空
き
家
な

ど
の
問
題
解
決
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問
　
文
教
福
祉
複
合
施

設
の
完
成
と
共
に
、
町
民

が
長
い
間
、
要
望
し
て
き

た
「
町
立
図
書
館
」
も
実

現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

図
書
館
の
開
設
は
何
時

か
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
31
年
４
月
開
設
を

目
指
し
ま
す
。

質
問
　
図
書
館
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
開
設
時
間
は
、
仕

事
帰
り
な
ど
も
利
用
で
き

る
よ
う
考
慮
し
、
民
間
へ

の
一
部
委
託
も
探
っ
て
参

り
ま
す
。

質
問
　
図
書
館
の
専
門
職

の
司
書
は
重
要
で
す
、
配

置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
図
書
館
機
能
の
充

実
に
司
書
の
配
置
は
必
要

と
考
え
て
お
り
、
複
数
配

置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

質
問
　
障
が
い
者
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
常
時
複
数
の
職
員

を
配
置
し
、
障
が
い
者
を

孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

質
問
　
鈴
木
家
の
開
放
は

何
時
に
な
る
の
か
。
管
理

に
つ
い
て
、
30
年
度
の
管

理
経
費
７
３
０
万
円
の
使

途
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
開
放
は
、
本
年
８

月
24
日
に
な
り
ま
す
。
管

理
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
す
る
こ
と
で

進
め
て
い
ま
す
。
管
理
経

費
の
使
途
は
、
備
品
購
入

と
工
事
請
負
費
４
９
０
万

円
、
施
設
管
理
の
維
持
費

用
に
２
４
１
万
円
で
す
。

Q 危険空き家対策は
A「空き家等対策計画」を整理し取り組む

Q
町
立
図
書
館
の

司
書
配
置
は

A
司
書
の
配
置
は

必
要
と
認
識

中村孝太郎 議員

▲倒壊前に対策を検討しよう

平成30年8月1日発行
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一
般
質
問

質
問　

河
川
改
修
の
目

的
・
規
模
は
。

答
弁
　
治
水
対
策
を
目
的

に
、
今
出
川
と
北
須
川
の

合
流
点
か
ら
上
流
に
３
０

０
ｍ
の
狭
窄
部
で
す
。
河

川
幅
員
と
両
側
の
管
理
用

道
路
を
含
め
、
今
出
橋
上

流
が
約
32
ｍ
、
下
流
が
約

36
ｍ
と
な
り
、
あ
さ
ひ
公

園
に
通
ず
る
遊
歩
道
を
含

め
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

質
問　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁
　
今
後
詳
細
設
計
と

用
地
や
物
件
の
調
査
を
し
、

平
成
32
年
ご
ろ
か
ら
用
地

買
収
を
進
め
な
が
ら
、
工

事
を
行
う
予
定
で
す
。

質
問　

影
響
を
受
け
る
家

屋
数
と
町
の
対
応

は
。

答
弁
　
住
宅
、
非

住
宅
、
店
舗
等
を

合
わ
せ
て
30
数
戸

の
建
物
が
影
響
を

受
け
る
予
定
で
す
。

町
が
間
に
入
り
住

民
の
意
向
を
踏
ま

え
県
と
交
渉
し
ま

す
。

質
問　

地
域
住
民
の
意
向

調
査
は
。

答
弁
　
平
成
23
年
か
ら

「
川
と
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
を
開
催
し
意
見
交
換

や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

実
施
し
、
要
望
や
提
案
に

つ
い
て
は
今
回
の
整
備
案

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

質
問　

今
般
の
説
明
会
で

出
た
意
見
要
望
は
。

答
弁
　
管
理
道
路
は
で
き

る
だ
け
広
く
、
代
替
地
の

対
応
も
し
て
欲
し
い
、
で

き
る
だ
け
早
く
事
業
実
施

し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の

で
し
た
。

意
見
　
中
心
市
街
地
で
最

大
の
関
心
事
は
移
転
先
だ

と
思
う
。
将
来
設
計
も
あ

る
の
で
、
一
日
も
早
く
住

民
の
意
向
を
聞
き
誠
意
を

も
っ
て
対
応
し
て
欲
し
い
。

質
問　

バ
イ
パ
ス
も
開
通

す
る
と
市
街
地
は
大
き
く

様
変
わ
り
す
る
、
将
来
像

を
ど
う
考
え
る
。

答
弁
　
あ
そ
こ
が
将
来
的

に
本
町
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
地
域
、
５
年
～
10
年
先

は
こ
う
し
た
い
と
の
思
い

が
あ
り
ま
す
が
、
従
来
の

感
覚
で
無
く
モ
デ
ル
的
な

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
入
れ
早
急
に
考
え
ま
す
。

質
問　

女
性
管
理
職
を

何
％
位
に
し
た
い
か
。

答
弁
　
少
な
く
と
も
３
割

位
に
す
る
職
場
づ
く
り
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
今
年
度
の
事
業
は
。

答
弁
　
意
識
の
高
揚
を
図

る
目
的
で
「
男
女
共
同
参

画
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

初
の
女
性
課
長
が

誕
生
し
ま
し
た
。

後
に
、
続
い
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

議員のつぶやき

Q 今出川河川改修で街はどう変わる
A モデル的な街づくりの中心エリアになります

Q
町
職
員
の
女
性
の

割
合
と
管
理
職
は

A
女
性
職
員
は
３６
％
、

課
長
補
佐
以
上
の

管
理
職
は
21
％
で
す
。

瀬谷　京子 議員

▲今出川の改修予定地

石川町議会だより　196号
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Follow-up Report

●
文
教
福
祉
複
合
施
設

は
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
整
備
、
遊
び
場
の
提
供

と
図
書
館
、
世
代
間
や
団

体
間
の
交
流
と
生
涯
学
習

の
機
能
強
化
を
図
り
な
が

ら
多
機
能
拠
点
と
し
て
整

備
す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
。

●
本
施
設
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代
の

方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
施
設
と
な
り
ま
す
。
利

用
す
る
誰
も
が
使
い
や
す

く
内
容
の
充
実
し
た
施
設

と
す
る
た
め
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
平
成
30
年
６

月
か
ら
開
催
し
、
話
し
合

い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
町
で
は
、
こ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で

出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
、
施
設
の

設
置
条
例
等
を
整
備
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
官

民
協
働
の
管
理
運
営
体
制

づ
く
り
を
目
指
し
組
織
作

り
も
進
め
て
い
く
予
定
で

す
の
で
、
そ
の
中
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

一
般
質
問
の
そ
の
後
は

文
教
福
祉
複
合
施
設（
旧
石
川
小
学
校
）

来
年
春
完
成
予
定
！

平成29年3月
定例会より

新たな拠点施設として
来年４月オープンを
目指します。

大人は子どもの頃から通っていた学び舎
子どもは今まで通い続けていた学び舎

みんなの学び舎はまちのみんなと
会える場所

「結び舎」に生まれ変わります。

平成30年8月1日発行
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Follow-up Report

●
石
川
町
に
お
け
る
自
由

民
権
運
動
ゆ
か
り
の
史
跡

で
、
町
指
定
文
化
財
の
鈴

木
家
主
屋
（
通
称
：
鈴
木

重
謙
屋
敷
）
は
、
本
年
３

月
末
に
復
原
工
事
が
完
了

し
、
８
月
24
日
に
開
館
し

ま
す
。

　

本
施
設
は
、
明
治
時
代

に
自
由
民
権
運
動
で
活
躍

し
た
鈴
木
荘
右
衛
門
・
重

謙
親
子
の
居
宅
で
あ
る
と

と
も
に
、
自
由
民
権
運
動

の
先
導
者
で
あ
り
、
長
く

衆
議
院
議
員
を
務
め
た
河

野
広
中
が
、
初
代
区
長
と

し
て
執
務
に
あ
た
っ
た
役

所
跡
（
石
川
区
会
所
）
で

も
あ
り
ま
す
。
復
原
に
あ

た
っ
て
は
、
約
１
５
０
年

前
の
区
会
所
発
足
時
の
姿

を
、
今
に
甦
ら
せ
る
こ
と

に
努
め
ま
し
た
。

　

施
設
内
に
は
、
自
由
民

権
運
動
に
関
す
る
歴
史
資

料
や
解
説
パ
ネ
ル
を
展
示

し
、
石
川
地
方
の
自
由
民

権
運
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
「
郷
土
教
育
の
場
」

と
し
て
整
備
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス

や
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
の

設
置
の
ほ
か
、
施
設
の
一

部
を
貸
し
出
し
、
誰
も
が

集
い
、
交
流
活
動
が
で
き

る
、
ま
ち
な
か
の
「
に
ぎ

わ
い
の
場
」
と
し
て
活
用

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

鈴
木
家
主
屋
の開館

に
つ
い
て

オープン 	 平成３０年８月２４日（金）午前１０時から
休 館 日 	 ①火曜日（火曜日が国民の祝日の場合次の日が休館日）
	 ②12月28日から翌年1月4日まで

開館時間 	 ①午前10時から午後６時まで（休館日を除く平日）
	 ②午前９時から午後５時まで（土曜日及び日曜日並びに国民の祝日）

入 館 料 	 無料
使 用 料 	 館内の「どま」「いま」「ざしき」のいずれかを占有して使用する場合、
	 １時間あたり千円の料金がかかります。
	 ただし、下記の場合については使用料がかかりません。
	 ⑴県及び町が主催する事業に使用する場合
	 ⑵町内の学校等が主催し、又は共催する行事に使用する場合
	 ⑶町内の社会教育団体がその目的のために使用する場合
	 ⑷町内の地域各団体が地域振興及び地域福祉の向上を目的に使用する場合
	 ⑸町民の教育・文化の振興を主たる目的として使用する場合

石川町議会だより　196号
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報告します
議会の
活動

　
５
月
17
日
、
姉
妹
都

市
で
あ
る
宮
城
県
角
田

市
の
議
会
議
員
と
の
親

善
交
歓
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
今
年
で
28
回
目
と
な

る
親
善
交
歓
会
は
、
角

田
市
を
会
場
に
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
で
親
睦
を
深
め

て
参
り
ま
し
た
。

姉
妹
都
市

角
田
市

親
善
交
歓
会

６項目の要望書を町長へ提出!
　４月１日現在の児童数は235名おり、
国の基準保育士数２４名に対し、町では正
職員１７名と嘱託職員１０名、３名の保育補

助員を含め計３０名の職員を配置しております。
　また、平成２８年度に３名、平成２９年度に２名、
平成３０年度に２名の保育士を採用するとともに、
嘱託保育士の報酬増額や経験年数加算などの処遇
改善にも努めております。
　今後も、安定した保育サービスを提供するため
に、町立保育所の再編整備を見据え、保育士の確
保や処遇改善に努めます。

４. 高齢者の生きがいづくりについて
　長寿社会の到来に伴い、元気高齢者を増やして
いくことが重要である。高齢者の健康増進を図る
ため、各世代と様々な交流ができる居場所づくり
や、豊かな知識、経験を活かすことができる社会
活動（長寿会活動等）への参加促進など、元気な
高齢者の生きがいづくりを進めること。

　生涯を通して心身ともに健康である
ためには、「自分の健康は自分で守る」

という意識の高揚と健康寿命の延伸が重要である
ことから、①生活習慣病予防と健康診査の実施、
②地区ミニデイサービスや地域サロンの支援、③
高齢者運動教室の実施など健康維持と介護予防を
推進します。
　また、活躍の場や生きがいづくりとして多世代
交流を促進するとともに、地域支え合い活動の担
い手となる長寿会やシルバー人材センターを支援
します。

５. 自動車運転免許証自主返納者への
　　支援について
　高齢運転者による重大な交通事故が増加してい

る。町民及び運転技能の低下が見られる高齢者等
の交通安全対策の一助として、高齢者等が所持し
ている自動車運転免許証の自主的な返納を誘発す
るための支援策を講じること。

　高齢運転者の交通安全対策として、運
転する時や場所等を選び、年齢による運

転技能の低下を補う※「補償運転」や、運転免許証
の自主返納を警察や関係機関と連携しながら進め、
他市町村の事例を参考に自主返納者に対する支援
を検討します。
　また、地域公共交通網形成計画により、交通不
便地域や交通弱者等への対応として新たな交通
サービスの提供を実証・検討します。

６. 町道整備（１０カ年）計画の策定について
　身近な生活道路の整備については、その遅れと
ともに地域間で不均衡が生じていることが指摘さ
れている。快適で安全・安心な道路環境の確保に
あたっては、町民の理解のもと、計画的な事業推
進が不可欠となるため、町道整備（１０カ年）計画
を策定・公表し、地域間で均衡の取れた道路の整
備や維持管理に努めること。

　本町の公共土木施設の多くは、昭和３０
年代から４０年代に整備され、既に５、６０

年が経過し老朽化が進行していることから、施設
の長寿命化を図るため橋梁・舗装修繕工事や維持
補修に努めています。
　また、町道改良等の事業推進にあたっては、国
の社会資本整備総合交付金事業や過疎対策事業債
の財源確認と庁内調整を重ね、総合計画実施計画
や過疎地域自立促進計画で示してまいります。

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

※「補償運転」とは、自動車の運転に際し、心身の衰え
によって危険が生じるのを避けるための安全運転のこ
とです。

平成30年8月1日発行
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５
月
23
日
、
町
村
議

会
広
報
研
修
会
が
ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
石
川
町
議
会
か
ら
広

報
編
集
委
員
５
名
が
参

加
し
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
長
岡
光

弘
氏
よ
り
広
報
紙
づ
く

り
の
技
術
を
学
び
ま
し

た
。 読

ま
れ
る・

伝
わ
る
広
報
紙

づ
く
り
学
ぶ

「町民の意見を聞く会」から石川町
議会

1. 林業の再生について
　福島第一原力発電所事故による森林資源の出荷
制限に伴い、雑木林の更新伐等に影響が生じてお
り、林業経営意欲の低下が懸念される。現在、町
が進めている森林再生事業の拡充等を図りながら、
出荷制限の解除、林業の早期再生に取り組むこと。

　本町の森林は伐採更新の時期を迎え
ておりますが、現在のふくしま森林再生

事業を県に対し継続や新規創設を要望していきま
す。
　また、再生可能エネルギー熱利用設備導入事業
化計画により、町有施設へ設備の導入を検討し、
バイオマス活用による林業の振興を図るとともに、
地域森林計画の対象民有林については、林地台帳
を整備し、効率的な間伐や集積等の推進が図られ
る環境づくりにも取り組みます。

2. 企業誘致、地場産業の振興について
　本町では、少子化や若年層の流出等が大きな要
因となり、年少人口の大幅な減少が顕在化し、今
後もその傾向が続くものと予想されている。若者
の定住促進、人口流出の歯止めに向けて、魅力あ
る就労場所、安定した雇用の確保は欠かせないた

め、優良企業の誘致活動の強化はもとより、既存
企業の育成・支援、農林業との連携による雇用の
創出など地場産業の振興を図ること。

　「人口流出を防ぎ、定住を促進させる」
取り組みとして、働く場を創出する「雇

用の確保」が重要であることから、既存企業及び
創業希望者への支援並びに積極的な企業誘致を推
進します。
　具体的な事業内容は、国県の企業立地支援策、
町の企業立地促進条例奨励金制度により、藤沢工
業用地及び中野地内にある工場跡地を有効活用し、
企業立地と雇用環境の構築を図ります。
　また、商工会と連携した伴走型の創業支援事業
等、新たな取組も取り入れながら地場産業の振興
を図ります。

３. 保育士不足の解消について
　保育士の確保が難しくなる一方で、子育て施策
の充実等による保育需要の増加が今後も見込まれ
る。住民の保育ニーズに応え、安定した保育サー
ビスを提供するため、正規職員（保育士）の増員
や嘱託保育士の処遇改善等を行い、保育士不足の
解消に努めること。

　４月２６日、今後の町政に反
映されるよう石川町議会とし
て町長へ要望書を提出しまし
たので報告します。
　また、平成３０年５月２５日に
回答がありましたので、紙面
に掲載します。

回答
（抜粋）

回答
（抜粋）

石川町議会だより　196号



14
再生紙を使用しています

　
こ
の
度
の
西
日
本
豪
雨

災
害
並
び
に
大
阪
北
部
地

震
に
お
い
て
、
犠
牲
に
な

ら
れ
ま
し
た
方
々
に
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
は
四
季
折
々
の
景

色
が
素
晴
ら
し
い
所
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近

年
、
地
震
や
災
害
が
頻
発

し
自
然
の
力
を
見
せ
つ
け

ら
れ
る
事
が
多
く
あ
り
ま

す
。
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
を
守
る
為
に
も
、
自
然

か
ら
学
び
、常
に
準
備
し
、

確
認
を
重
ね
て
い
く
事
が

大
切
で
す
。

　
議
会
活
動
に
お
き
ま
し

て
も
、
町
民
の
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
を
大
切
に
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
て
参
り
ま
す
。ま
た
、

分
か
り
や
す
く
見
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
心
掛
け
て

参
り
ま
す
。

小
木
　
芳
郎

議
会
広
報
編
集

　
　
特
別
委
員
会

委
員
長　

根
本　

重
泰

副
委
員
長　

瀬
谷　

寿
一

委　
　

員　

近
内　

雅
洋

委　
　

員　

小
木　

芳
郎

委　
　

員　

増
子
美
知
夫

委　
　

員　

山
田　

英
重

議会を
傍聴しませんか
9月定例会「一般質問」
は10月2日（火）

の予定です。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
勉
強

と
部
活
動
の
両
方
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
部
活
動
は

パ
ソ
コ
ン
部
に
所
属
し
て

い
ま
す
。

　
六
月
十
五
日
、
団
体
戦

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
引
退

前
最
後
の
大
会
に
出
場
を

し
て
き
ま
し
た
。
良
い
結

果
は
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
技
術
や
大
会
で
の
経
験

を
無
駄
に
せ
ず
、
こ
れ
か

ら
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

　
三
年
生
に
な
っ
て
、
新

聞
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
読
み
始
め
た
理
由

は
、
小
論
文
対
策
の
た
め

で
す
。
新
聞
を
読
み
始
め

て
、
自
分
の
社
会
に
対
す

る
知
識
の
狭
さ
に
気
づ

き
、
恥
ず
か
し
く
思
い
ま

し
た
。そ
れ
と
同
時
に「
分

か
る
」
こ
と
の
大
切
さ
と

そ
れ
が
自
信
に
繋
が
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
読
み
続
け
よ
う
と

思
い
ま
す
。

　
残
さ
れ
た
僅
な
時
間
を

進
路
実
現
に
向
け
、
日
々

の
授
業
や
家
庭
学
習
に
意

欲
的
に
取
り
組
み
、
ま
た

自
分
は
社
会
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
を
模
索
し

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

未
来
に
向
か
っ
て

未
来
に
向
か
っ
て

高
校
生
の
声

県
立
石
川
高
校　
　

３
年　

緑
川　

弦
希　

緑川弦希さん

▲熱心にパソコン部の練習に励む様子
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